
『
法
句
経
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と
『
老
子
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を
め
ぐ
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写
本
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の
若
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題
に
つ
い
て
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支
謙
は
梁
・
僧
祐
編
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
十
三
（
１
）

に
よ
れ
ば
、
大
月
氏
の
人
で
、
祖
父
が
後
漢
霊
帝
の
時
（
西
暦
一
六
八
〜
一
八
九
）
に
漢
に

帰
化
し
た
。
支
謙
は
幼
少
の
頃
よ
り
学
問
に
励
み
、
六
カ
国
語
に
通
じ
た
。
ま
た
、
支
婁
迦
讖
の
弟
子
・
支
亮
記
明
よ
り
教
え
を
受
け
た
。
後
漢

献
帝
の
末
、
王
朝
が
大
い
に
乱
れ
た
時
に
、
同
郷
の
者
た
ち
と
南
方
呉
に
逃
れ
て
、
呉
主
孫
権
に
仕
え
、
太
子
の
教
育
係
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
黄
武

元
年
（
二
二
二
）
か
ら
建
興
年
間
（
二
五
二
、
二
五
三
）
の
間
に
、
外
国
語
の
仏
教
経
典
を
多
く
漢
語
に
訳
し
た
。
そ
の
訳
語
は
「
文
雅
」
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
訳
経
の
中
に
は
『
維
摩
経
』『
大
明
度
経
』
等
の
初
期
大
乗
経
典
の
他
に
、『
法
句
経
』
や
『
義
足
経
』
等
の
パ
ー
リ
語
初
期
仏
典

も
含
ま
れ
る
。
太
子
即
位
（
孫
亮
二
五
二
年
）
の
後
は
山
中
に
隠
れ
、
六
十
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
た
。

現
存
の
漢
訳
『
法
句
経
』
上
下
二
巻
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
四N

o.2
1
0

、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
以
下
『
大
正
』
と
略
す
）
に
は
「
呉

天
竺
沙
門
維

難
等
訳
」
と
あ
っ
て
、
支
謙
の
名
が
見
え
な
い
が
、
上
巻
の
末
尾
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
「
法
句
経
序
」
の
作
者
「
僕
」
こ
そ
が
支

謙
で
あ
り
、『
出
三
蔵
記
集
』
に
言
う
『
法
句
経
』
が
こ
の
経
で
あ
る
と
諸
家
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
、
支
謙
を
『
法
句
経
』
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の
編
訳
者
と
し
て
扱
い
た
い
。

こ
の
『
法
句
経
』
に
た
と
え
ば
、

無
欲
無
有
畏
　
　
欲
無
く
畏
れ
有
る
こ
と
無
く

恬

無
憂
患
　
　
恬

に
し
て
憂
患
無
し

欲
除
使
結
解
　
　
欲
除
き
結
び
め
を
し
て
解
か
使
む

是
爲
長
出
淵
　
　
是
れ
長
え
に
淵
を
出
づ
と
為
す

（
第
三
十
二
章
愛
欲
品
・
『
大
正
』
五
七
一
頁
中
）

と
見
え
て
い
る
。『
法
句
経
』
が
依
拠
し
て
い
る
原
典
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
的
位
置
を
占
め
る

の
は
パ
ー
リ
語
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』（dham

m
apada

）
で
あ
る
。
右
の
一
節
は
、
こ
の
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
テ

キ
ス
ト
はPT

S

（PaliT
extSociety

）
一
九
九
五
年
版
（O

.von
H

inüber

とK
.R

.N
orm

an

の
編
）
に
よ
る
。
訳
は
筆
者
が
付
し
た
（
以
下
同
）。

nit. t. han .gato
asanta -sı -

vı -tatan. ho
anan .gan. o

acchidda
bhavasalla -ni

antim
o’yam.

sam
ussayo.

（
Dhp

四
章
十
八
節
351

vatta （
２
））

（
訳
）究
極
に
至
っ
た
、
恐
れ
の
な
い
、
愛
よ
り
離
れ
た
、
け
が
れ
の
な
い
人
は
、

存
在
の
諸
々
の
矢
を
断
ち
切
っ
た
。
そ
の
身
体
は
こ
れ
で
最
後
で
あ
る
。

漢
訳
と
パ
ー
リ
語
原
典
は
、
訳
語
に
少
し
意
味
の
ズ
レ
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
う
ま
く
合
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
輪
廻
思
想
が
伺

わ
れ
て
、
興
味
深
い
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
恬

（
淡
）」
と
い
う
『
老
子
道
徳
経
』（
以
下
、
単
に
『
老
子
』
と
略
す
）
に
見
え
る
（
３
）言

葉
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が
こ
こ
で
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。「
恬

」（
何
事
に
も
拘
ら
ず
、
心
が
静
か
で
あ
る
（
４
））

は
、
こ
こ
で
は
「vı -tatan. ha

」

（
愛
欲
か
ら
離
れ
た
、
語
尾-o

は
主
格
形
）
の
訳
で
、
適
訳
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
法
句
経
』
で
は
、
こ
の
他
に
二
例
「
恬

（
淡
）」
の

語
が
見
ら
れ
る
。
左
に
そ
れ
を
挙
げ
る
。

過
罪
未
熟
　
　
過
罪
未
だ
熟
せ
ざ
れ
ば

愚
以
恬

愚
か
さ
は
以
っ
て
恬

た
り

至
其
熟
處
　
　
其
の
熟
す
る
処
と
こ
ろ
に
至
れ
ば

自
受
大
罪
　
　
自
ら
大
罪
を
受
く

（
第
十
三
章
愚
闇
品
、『
大
正
』
五
六
三
下
）

対
応
パ
ー
リ
語
原
典
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

m
adhuva -

m
aññatı -

ba -lo
ya -va

pa -pam.
na

paccati

yada -
ca

paccatı -
pa -pam.

atha
dukkham.

nigacchati.

（
Dhp

第
五
章
十
節
69

vatta

）

（
訳
）悪
人
は
、
悪
が
熟
さ
な
い
限
り
は
、
そ
れ
を
蜜
と
考
え
、

一
方
も
し
、
悪
が
熟
し
た
時
に
は
、
苦
し
み
を
受
け
取
る
。

こ
の
例
で
は
「
恬

」
は
、「m

adhuva -
(m

adhum.
va -)

m
aññatı -

」（
蜜
と
考
え
る
）
の
部
分
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
余
り
に

も
原
意
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
い
る
。
支
謙
が
訳
出
に
当
た
っ
て
見
た
テ
キ
ス
ト
が
こ
れ
と
は
違
っ
た
可
能
性
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
節
と
内
容
の
重
な
る
別
の
一
節
が
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
に
は
あ
る
。
そ
れ
を
次
に
引
く
。
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pa -po
pipassatı -

bhadram.
ya -va

pa -pam.
na

paccati

yada -
ca

paccatı -
pa -pam.

atha
pa -po

pa -pa -nipassati.

（
Dhp

第
九
章
四
節
119

vatta

）

（
訳
）悪
が
ま
だ
熟
し
て
い
な
い
限
り
は
、
悪
人
で
さ
え
も
よ
き
目
を
見
る
。

そ
し
て
、
悪
が
熟
し
た
時
に
、
悪
人
は
諸
々
の
悪
を
受
け
取
る
。

こ
の
部
分
の
『
法
句
経
』
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

妖
■
見
福
　
　
妖
■せ
つ

も
福
を
見
る

其
惡
未
熟
　
　
其
の
悪
未
だ
熟
さ
ざ
れ
ば

至
其
惡
熟
　
　
其
の
悪
熟
す
る
に
至
れ
ば

自
受
罪
虐
　
　
自
ら
罪
虐
を
受
く

（
第
十
七
章
悪
行
品
、『
大
正
』
五
六
四
下
）

右
の
節
の
一
句
目
「
悪
人
」（pa -po

）
を
「
妖
■
」（
不
吉
な
兆
し（
５
）

）
で
表
し
た
以
外
は
、
ほ
ぼ
原
典
に
即
し
た
訳
に
な
っ
て
い
る
。
先
に
挙
げ

た
一
節
で
「
蜜
と
考
え
る
」
に
「
恬

」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
に
は
、
異
本
の
存
在
の
可
能
性
も
含
め
て
、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
が
残
る
。

『
法
句
経
』
に
は
あ
と
一
箇
所
「
恬
淡
」
の
訳
語
を
用
い
た
所
が
あ
る
。
そ
れ
を
次
に
挙
げ
、
や
は
り
原
典
と
対
照
し
て
み
よ
う
。

持
戒
者
安
　
　
持
戒
す
る
者
は
安
ら
か
な
り

令
身
無
惱
　
　
身
を
し
て
悩
み
無
か
ら
令し

む

夜
臥
恬
淡
　
　
夜
に
臥
す
る
こ
と
恬
淡
に
し
て
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寤
則
常
歡
　
　
寤さ

め
れ
ば
則
ち
常
に
歓
ぶ

（
第
五
章
戒
慎
品
、『
大
正
』
五
六
〇
下
）

『
法
句
経
』
第
五
章
戒
慎
品
の
原
典
は
、
パ
ー
リ
語
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
に
は
見
当
た
ら
ず
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
近
い
言
語
に
よ
る
『
ウ
ダ
ー
ナ

ヴ
ァ
ル
ガ
』（
一
九
六
五
年
、F.B

ernhard

に
よ
る
校
定
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
（
６
））

の
中
に
相
当
節
が
見
出
さ
れ
る
。

sukham.
śı -lasam

a -da -nam.
ka -yo

na
paridahyate/

sukham.
ca

ra -trau
svapatipratibuddhaś

ca
nandati//

（
Uv.

Ⅵ
―

３

śloka

）

（
訳
）戒
め
を
受
け
と
り
守
る
こ
と
は
、
幸
福
で
あ
る
。
身
体
は
悩
ま
さ
れ
な
い
。

夜
に
は
幸
福
に
眠
り
、
目
覚
め
て
は
ま
た
喜
ぶ
。

「
恬
淡
」
は
「
幸
福
に
」（
二
行
目sukham.

、
対
格
形
で
副
詞
。
一
行
目sukham.

は
主
格
で
あ
る
。）
に
相
当
し
、「
何
ご
と
に
も
拘
ら
ず
、
心
静

か
に
」
と
い
う
漢
語
の
意
味
が
う
ま
く
活
か
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
節
で
は
「
恬
淡、
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
先
程
の
『
法
句
経
』

第
十
三
章
と
同
第
十
七
章
で
は
共
に
「
恬
■、
」
と
な
っ
て
い
た
。『
中
華
大
蔵
経
』（
第
五
十
二
冊
）
所
収
の
金
蔵
広
勝
寺
本
『
法
句
経
』
に
お
い

て
も
文
字
の
異
同
は
無
い
の
で
、
こ
れ
が
元
来
の
形
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
冊
の
書
物
の
中
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
の
か
。
そ

の
原
因
は
、『
法
句
経
』
と
い
う
漢
訳
経
典
の
テ
キ
ス
ト
成
立
事
情
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

漢
訳
『
法
句
経
』
の
テ
キ
ス
ト
成
立
事
情
は
、
先
に
触
れ
た
『
法
句
経
』
上
巻
末
に
付
せ
ら
れ
た
「
法
句
経
序
」
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

当
初
「
葛
氏
七
百
偈
本
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
満
足
で
き
る
漢
訳
が
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
折
に
、
天
竺
（
イ
ン
ド
）
出
身
の
維い

祇ぎ

難な
ん

が

呉
・
黄
武
三
年
（
二
二
四
）
に
武
昌
（
現
湖
南
省
）
に
到
来
し
、
五
百
偈
本
を
「
僕
」（「
法
句
経
序
」
の
作
者
、
支
謙
と
考
え
ら
れ
る
）
に
授
与
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し
た
。「
僕
」
は
同
行
し
て
き
た
竺
将
焔
に
そ
の
漢
訳
を
依
頼
し
た
が
、
訳
語
の
文
章
が
未
熟
で
あ
っ
た
た
め
、
自
ら
が
簡
潔
に
し
て
要
を
得
る

よ
う
に
心
が
け
て
、
訳
し
直
し
た
。
そ
の
後
、
竺
将
焔
が
再
度
来
た
っ
て
、
新
た
に
十
三
品
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
、
古
い
も
の
を
校
定
、
増

補
し
て
全
三
十
九
品
（
＝
章
）
七
五
二
偈
（
＝
節
）
と
し
た
。
竺
将
焔
の
新
た
に
持
ち
来
た
っ
た
の
は
、「
法
句
経
序
」
に
言
う
「
九
百
偈
」
本

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
「
法
句
経
序
」
の
テ
キ
ス
ト
成
立
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
近
年
水
野
弘
元
、
中
谷
英
明
等
の
研
究
者
に
よ
っ
て

現
存
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
対
照
が
進
め
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た（
７
）

。（
引
田
弘
道
校
注
『
法
句
経
』（
新
国
訳
大
蔵

経
、
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。）

〇
維

難
本
＝
パ
ー
リ
語
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
二
六
品
五
百
偈
（
九
〜
三
二
・
三
四
・
三
五
章
）

〇
竺
将
焔
本
＝
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
十
三
品
半
九
百
偈
（
一
・
四
〜
六
・
八
・
三
三
・
三
六
半
章
）

〇
葛
氏
本
＝
対
応
テ
キ
ス
ト
未
詳
、
六
品
半
七
百
偈
（
二
・
三
・
七
・
三
六
半
・
三
九
章
）

こ
れ
か
ら
見
て
、
支
謙
は
最
終
的
に
三
十
九
章
構
成
に
す
る
段
階
で
、
葛
氏
本
か
ら
も
補
充
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
恬
■、
」「
恬
淡
」
の
相
違
に
話
し
を
戻
せ
ば
、「
恬

」
二
箇
所
（
第
十
三
、
三
十
二
章
）
は
ど
ち
ら
も
維

難
本
（
原
典
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』）

に
属
し
、「
恬
淡
」（
第
五
章
）
は
竺
将
焔
本
（
原
典
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』）
に
属
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
竺
将
焔
本
九
百
偈
の
漢
訳
は
、
支

謙
以
外
の
人
の
手
に
成
る
で
あ
ろ
う
。

も
う
少
し
「
恬
淡
」
を
め
ぐ
っ
て
話
し
を
続
け
る
。「
恬

（
淡
）」
は
、
呉
の
す
ぐ
前
の
世
、
後
漢
で
は
、「
恬
澹、
」
の
文
字
を
使
っ
た
例
が

あ
る
。

・
恬
澹
無
欲
、
志
不
在
於
仕
。（
恬
澹
と
し
て
欲
無
し
、
志
は
仕
う
る
に
在
ら
ず
）

王
充
『
論
衡
』
定
賢
論

・
（
上
聖
）
恬
澹
無
爲
、
體
道
履

。（
恬
澹
と
し
て
為
す
無
く
、
道
を
体
し
徳
を
履
む
）

王
符
『
潜
夫
論
』
勧
将
篇
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こ
れ
ら
は
「
無
欲
・
無
為
」
な
る
人
の
生
き
方
を
言
う
点
で
、
古
く
は
『
荘
子
』
外
篇
・
■き
ょ

篋
き
ょ
う
篇
の
、

釋
夫
恬
淡
無
爲
、
而
悦
夫
■じ
ゅ
ん

■じ
ゅ
ん

之
意
、

夫か

の
恬
淡
無
為
を
釈す

て
て
、
而
し
こ
う
し
て
夫
の
■じ
ゅ
ん

■じ
ゅ
ん

の
意
を
悦
ぶ
。

に
見
え
る
「
恬
淡
」
の
理
解
の
仕
方
の
延
長
上
に
位
置
す
る
。（「
■
■
」
は
、
晋
・
郭
象
の
註
に
「
以
己
誨
人
也
」（
己
を
以
て
人
に
誨お
し

う
る
な

り
）
と
あ
る
。）
後
漢
・
蔡
■
さ
い
よ
う

が
「
釈
し
ゃ
っ

誨か
い

」（『
後
漢
書
』
蔡
■
伝
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
も
、
全
く
同
じ
捉
え
方
で
あ
る
。

心
恬
澹
於
守
高
、
意
無
爲
於
持
盈
。

心
は
高
き
を
守
る
に
恬
澹
と
し
て
、
意
は
盈
つ
る
を
持
つ
に
為
す
無
し
。

「
持
盈
」
は
『
老
子
』
第
九
章
に
「
持
而
盈
之
、
不
如
其
已
」（
持
ち
て
こ
れ
を
盈み

た
す
は
、
其
れ
已や

む
る
に
如
か
ず
）
と
あ
る
の
を
受
け
る
。

唐
・
慧え

琳り
ん

の
『
一
切
経
音
義
』
巻
十
六
に
は
「
恬
■
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

恬

、
下
宜
作
淡
、
徒
甘
反
。
漢
安
謂
安
靜
也
。
經
文
從
心
作

、
徒
甘
反
。
憂
心
如

憂
也
。

非
此
用
。

恬

は
下
宜
し
く
淡
に
作
る
べ
し
。
徒
甘
の
反
な
り
。
漢
安
謂
わ
く
安
静
な
り
と
。
経
文
は
心
に
従
い
て
■
に
作
る
。
徒
甘
の
反
な
り
。

憂
心
は

憂
の
如
き
な
り
。

は
此
の
用
に
非
ず
。

一
方
、
隋
・
陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』（
抱
経
堂
本
）
の
「
老
子
音
義
」
に
は
、「
恬
澹
」
の
「
澹
」
の
字
に
つ
い
て
、

徒
暫
反
、
本
亦
作

、
音
同
、
又
音
談
、
字
同
、
河
上
本
作

、

徒
暫
の
反
な
り
。
本
亦

に
作
る
。
音
同
じ
。
又
音
談
、
字
同
じ
。
河
上
本
に

に
作
る
。

と
注
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
清
・
盧ろ

文ぶ
ん

■し
ょ
うは
『
老
子
音
義
考
証
』（
抱
経
堂
本
「
老
子
音
義
」
付
載
）
に
お
い
て
、「
王
弼
作
恬
澹
、
説
文
、
■
、

憂
也
、
非
此
義
、
恢
亦
形
近
而
誤
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
ど
う
も
「
恬

」
に
分
が
悪
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
現
存
『
老
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子
』
テ
キ
ス
ト
を
閲
す
る
に
（
８
）、

王
弼
注
本
は
「
恬
淡
」
ま
た
は
「
恬
澹
」、
傅
奕
古
本
（『
道
蔵
』
本
）
は
「
恬
澹
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
想
爾

注
本
と
河
上
公
本
は
「
恬
■
」
と
な
っ
て
い
る
。
河
上
公
本
は
、
六
朝
後
期
の
仮
託
と
さ
れ
る
の
で
、『
法
句
経
』
維

難
本
の
「
恬
■
」
は
、

『
老
子
』
想
爾
注
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
竺
将
焔
本
の
「
恬
淡
」
は
、『
荘
子
』
か
ら
借
り
て
来
た
か
、
或
い
は
王
弼

注
系
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、『
文
子
』
精
誠
に
、「
靜
漠
恬
■、
、
胸
中
廓
然
无
形
、
寂
然
无
聲
」（
静
漠
恬
■、
に
し
て
、
胸
中
廓
然
と
し
て
形
无な

く
、
寂
然
と
し
て
声

无
し
）、
ま
た
同
・
七
守
（
守
静
）
に
「
靜
漠
恬
■、
た
る
は
、
生
を
養
う
所ゆ

以え
ん

な
り
」
と
見
え
て
い
る
。『
文
子
』
は
従
来
後
世
の
偽
書
で
は
な
い

か
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
河
北
省
よ
り
残
簡
が
出
土
し
、
漢
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
９
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
恬
■
」

の
箇
所
は
出
土
残
簡
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
在
我
々
の
見
得
る
「
文
子
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
唐
代
に
な
っ
て
か
ら
編
纂
さ
れ
た
『
通

玄
真
経
』
で
あ
り
、
当
然
に
先
行
の
道
教
経
典
、
具
体
的
に
は
『
老
子
』
想
爾
注
本
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
実
際
、

右
に
引
い
た
『
文
子
』
七
守
（
守
静
）
の
箇
所
は
、『
文
選
』
巻
二
十
六
・
謝
霊
運
「
登
江
中
孤
嶼
」（
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
）
詩
の
「
得
尽
養
生

年
」（
養
生
の
年
を
尽
く
す
を
得
た
り
）
句
に
対
す
る
李
善
注
で
は
、「
文
子
曰
、
静
漠
恬
淡、
、
所
以
養
生
也
」（
文
子
曰
く
、
静
漠
恬
淡
た
る
は
、

生
を
養
う
所
以
な
り
）
と
な
っ
て
い
て
、
道
教
経
典
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
、『
文
子
』
の
古
型
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
く
唐

代
編
纂
『
南
華
真
経
』（
荘
子
）
の
外
篇
・
刻
意
に
も
、「
平
易
恬
■、
、
則
憂
患
不
能
入
、
邪
気
不
能
襲
」（
平
易
恬
■
な
れ
ば
、
則
ち
憂
患
も
入

る
こ
と
能
わ
ず
、
邪
気
も
襲
う
こ
と
能
わ
ず
）、
ま
た
「
虚
無
恬
■、
、
乃
合
天
徳
」（
虚
無
恬
■
な
れ
ば
、
乃
ち
天
徳
に
合
す
）
と
あ
る
の
も
、
後

世
の
改
修
の
可
能
性
が
あ
る
（
10
）。

梁
・
釈
僧
祐
編
『
弘
明
集
』
巻
一
所
収
の
後
漢
・
牟ぼ
う

子し

『
理
惑
論
』
に
も
、

此
中
士
所
施
行
、
恬
■、
者
所
不
恤
、



此
れ
中
士
の
施
行
す
る
所
に
し
て
、
恬
■
た
る
者
の
恤う
れ

え
ざ
る
所
な
り
。

と
見
え
る
（
11
）。『

理
惑
論
』
の
序
文
に
よ
る
と
、
牟
子
は
霊
帝
死
去
の
後
、
一
旦
交
趾
（
北
ベ
ト
ナ
ム
）
に
難
を
避
け
た
こ
と
が
あ
り
、「
仏
道
に
志

を
鋭
く
し
、
兼
ね
て
老
子
五
千
文
を
研
し
た
」
こ
と
が
あ
る
。
想
爾
注
本
が
五
千
言
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
牟
子
も
同
系

統
の
テ
キ
ス
ト
に
触
れ
た
可
能
性
が
強
く
、「
恬
■、
」
の
語
は
そ
れ
を
傍
証
す
る
で
あ
ろ
う
（
12
）
。
南
方
、
想
爾
注
『
老
子
』、
仏
教
と
い
う
三
つ
の
接

点
で
、
支
謙
と
牟
子
は
繋
が
り
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
内
容
的
に
見
て
、『
理
惑
論
』
の
成
立
は
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
も
、
支
謙
と
牟
子
の
同
時
代
性
を
示
唆
す
る
。『
文
選
』
巻
四
十
二
の
魏
文
帝
（
曹
丕
）「
与
呉
質
書
」
に
も
「
恬
■、
寡
欲
、
有
箕

山
之
志
」（「
箕
山
」
は
古
の
賢
人
許
由
が
身
を
隠
し
た
地
）
と
あ
る
。
李
善
注
が
引
く
『
典
略
』
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
後
漢
・
献
帝
建
安
二
十
二

年
（
二
一
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。
曹
丕
も
や
は
り
五
千
言
系
統
の
『
老
子
』
を
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
恬

」
と
は
『
老
子
』
で
の
本
来
の
意
味
は
、
武
器
の
取
り
扱
い
上
の
こ
と
で
あ
る
。
武
器
は
そ
っ
と
し
ま
っ
て
お
く
の
が
最
上
（「
恬

為
上
」）
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
所
の
「
老
子
」
第
三
十
一
章
原
文
は
、
想
爾
注
本
（
敦
煌
写
本
『
老
子
道
徳
経
』、
ス
タ
イ
ン
文
書
六
八
二
四
（
13
））

で
は
、恬

■
爲
上
、
故
不
美
、（
恬
■
も
て
上
と
為
す
、
故
に
美ほ

め
ざ
る
な
り
）

と
あ
り
、
注
に
は
、

道
人
恬

、
不
美
兵
也
、（
道
人
は
恬

と
し
て
、
兵
を
美
め
ざ
る
な
り
）

と
す
る
。『
老
子
』
第
三
十
一
章
の
王
弼
注
は
全
欠
で
あ
る
が
、
同
第
六
十
三
章
「
味
無
味
」
の
注
で
、
王
弼
は
「
以
恬
淡
為
味
」
と
述
べ
て
い

て
、
王
弼
の
「
恬
淡
」
に
つ
い
て
の
関
心
の
在
り
所
が
分
か
る
。
想
爾
注
で
も
「
恬

」
の
理
解
が
人
の
生
き
方
を
示
す
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
が
、
こ
ち
ら
は
「
武
器
を
ほ
め
な
い
」
と
い
う
点
か
ら
は
、
一
歩
も
外
に
出
て
い
な
い
。
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『
法
句
経
』
に
は
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
二
例
の
「
恬
■
」
の
使
用
例
が
見
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
後
一
カ
所
、
第
三
十
六
章
泥
■
品
の
章
序

に
当
た
る
所
に
も
「
恬
■
寂
滅
、
度
生
死
畏
」（
恬
■
に
し
て
寂
滅
し
、
生
死
の
畏
れ
を
度わ
た

る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
三
十
六
章
は
支
謙
が
訳

し
た
章
で
は
な
い
が
、
章
序
は
確
実
に
編
纂
者
支
謙
の
手
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
「
恬

」
と
い
う
熟
語
で
は
な
い
が
、
第
二
十

八
章
道
行
品
（
維
本
）
に
、「

楽
無
為
」（

と
し
て
無
為
を
楽
し
む
）
と
見
え
て
お
り
、
後
漢
に
お
け
る
「
恬
澹
」
に
近
い
「

」
の
理
解

が
『
法
句
経
』
で
も
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

こ
こ
で
、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
「
蜜
と
考
え
る
」
と
い
う
原
典
に
、
支
謙
が
「
恬

」
の
語
を
当
て
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え

直
し
て
み
よ
う
。
万
一
、
支
謙
が
見
た
テ
キ
ス
ト
が
別
の
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ま
た
違
っ
た
角
度
か
ら
の
考
察
が
必
要
と
な
る
が
、
今
の
と

こ
ろ
、
こ
の
方
面
の
手
が
か
り
が
な
い
の
で
、
原
典
に
文
字
の
異
同
は
無
い
も
の
と
し
て
考
え
る
。「
恬

」
は
も
と
、
武
器
を
武
器
庫
の
奥
深

く
隠
し
て
、
そ
れ
を
使
わ
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
支
謙
訳
の
「
愚
以
恬

」
は
、「
愚
か
さ
は
、
ま
だ
そ
の
力
を
内
に
秘

め
て
静
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
に
解
し
う
る
。「
蜜
」
と
い
う
訳
語
を
避
け
た
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、「
恬

」
は
、
原
典
「
蜜
と
考
え
る
」

の
訳
語
と
し
て
、
あ
な
が
ち
に
外
れ
て
い
る
と
も
断
言
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
原
典
の
意
図
す
る
所
を
よ
く
言
い
当
て

て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

引
田
弘
道
『
法
句
経
』（
二
二
三
頁
）
で
は
、「m

adhuva -

」
は
「m

addava

」（
柔
和
な
）
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
確
か

に
「m

adhuva -

」
は
「m

adhu

」（
中
性
名
詞
「
蜜
」）
に
違
い
な
い
に
し
て
も
、「-uva -

」
の
部
分
が
解
し
が
た
く
、「m

addava

」
の
変
化
ま
た

は
誤
写
だ
と
考
え
る
と
、
文
法
的
説
明
は
し
や
す
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
は
「m

adhum .

（
中
性
・
単
数
・
対
格
）」
の
抑
制
音
「m .

」
が
落

ち
て
「va -

（
ま
た
）」
が
結
合
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
ま
た
、「
柔
和
な
」
と
い
う
、
文
字
通
り
軟
ら
か
い
意
味
の
語
が
こ
こ
に
入
る
に
は
、
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パ
ー
リ
語
の
こ
の
一
節
は
余
り
に
も
緊
張
感
に
満
ち
て
お
り
、
支
謙
も
、「
柔
和
な
」
に
「
恬

」
と
い
う
重
い
意
味
を
持
っ
た
語
を
当
て
る
こ

と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

『
帛
書
老
子
』
で
は
、
甲
本
が
「
恬

」
を
「
銛
襲
」、
乙
本
が
「
銛
龍
」（
ま
た
は
「
銛

」
？
）
と
し
て
い
る
。「
銛
」
は
「
恬
」
の
仮
借

字
で
、『
説
文
』
に
「
恬
、
安
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
前
漢
・
揚
雄
の
『
方
言
』
巻
十
三
に
恬
「
恬
、
静
也
」
と
見
え
る
。
二
字
目
に
つ
い
て
は
、

私
は
か
つ
て
世
に
問
う
た
論
文
「
帛
書
老
子
文
体
考
」（『
中
国
文
学
報
』
第
二
十
九
冊
、
一
九
七
八
年
）
で
、「

」
の
字
を
当
て
て
い
る
。
こ

の
場
合
の
「

」
は
「
慴
」
に
通
じ
、「
ひ
れ
伏
す
」
の
意
と
考
え
た
。「

」
は
古
音
章
母
蓋
部
、「

」
は
古
音
定
母
談
部
、
蓋
談
部
通
韻
し
、

ま
た
李
玉
『
秦
漢
簡
牘
帛
書
音
韻
研
究
』（
当
代
中
国
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
馬
王
堆
帛
書
で
は
章
母
定
母
の
通
仮
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、「

」
と
「

（
淡
・
澹
）」
は
音
が
近
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
近
年
出
土
の
、
帛
書
よ
り
さ
ら
に
古
い
写
本
・
郭
店
楚
簡
『
老
子
』

は
、
帛
書
『
老
子
』
の
約
三
分
の
一
程
度
し
か
原
文
が
出
土
し
て
い
な
い
が
、「
恬

」
を
含
む
現
第
三
十
一
章
の
箇
所
は
、
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
二
字
は
「

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
私
は
こ
れ
も
や
は
り
「
恬

」
に
読
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
（
拙
論

「
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
校
注
（
下
）」（『
言
語
文
化
』
六
巻
三
号
、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
参
照
）。
池
田
知
久
『
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
』（
東
京
大
学

文
学
部
中
国
思
想
文
化
研
究
室
、
一
九
九
九
年
）
に
こ
の
読
み
方
は
既
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
廖
名
春
『
郭
店
楚
簡
老
子
校
釈
』（
精
華
大

学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
で
は
、
二
字
目
は
「
襲
」
を
当
て
る
べ
き
で
あ
り
、「
掩
蔵
（
お
お
い
か
く
す
）」
と
訓
ず
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
（
同
書
五
三
八
〜
五
四
四
頁
）。「
襲
」
は
「

」「

」
と
意
義
が
近
く
、
こ
れ
が
後
世
の
「
憺
・
澹
・
淡
・

」
に
繋
が
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
い
ま
、
改
め
て
考
え
て
み
る
に
、
こ
の
部
分
は
「
兵
者
」
が
主
体
の
文
な
の
で
、「
静
か
に
お
の
の
き
、
ひ
れ
伏
し
て
い
る
」
方
が
、「
静
か

に
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
」
よ
り
も
、
文
に
力
が
有
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
恬

」
と
い
う
語
は
、『
老
子
』
の
古
層
に
起
源
を

発
す
る
、
重
要
な
語
で
あ
っ
た
。

495 『法句経』と『老子』をめぐる写本上の若干の問題について



支
謙
が
、
仏
典
漢
訳
に
際
し
老
荘
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
一
例
と
し
て
、

朝
山
幸
彦
「
支
謙
と
老
荘
思
想
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
二
号
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
）
を
挙
げ
て
お
く
。

『
法
句
経
』
と
の
関
わ
り
で
は
、
引
田
弘
道
「『
法
句
経
』」
訳
語
覚
え
書
き
―
無
為
と
自
恣
―
」（『
空
と
実
在
―
江
島
恵
博
士
追
悼
論
集
』
春
秋

社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
、
詳
し
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
特
に
「
無
為
」
に
限
っ
て
述
べ
た
い
。
こ
の
論
文
で
は
、「
無
為
」

が
い
か
な
る
原
語
の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
が
、
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
こ
こ
で
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、

こ
の
論
文
の
１
（
章
）
の
末
節
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
引
用
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
使
用
例
の
う
ち
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
第
２
の
無
為
＝
無
所
有
（akiñcana

）
で
あ
ろ
う
。
パ
ー
リ
語
の
注
釈
で
も
、
こ
の
否
定

辞
（
語
頭
の
「a

」
の
こ
と
―
小
池
注
）
の
な
いkiñcana

を
「
何
か
あ
る
も
の
」
よ
り
も
、
よ
り
積
極
的
に
「
障
り
」
の
意
味
に
解
釈
し
、

否
定
辞
を
つ
け
て
「
煩
悩
の
な
い
」
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
漢
訳
で
は
こ
の
原
語
を
「
何
も
し
な
い
で
い
る
こ
と
」

と
い
う
老
荘
的
な
意
味
に
解
し
て
「
無
為
」
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
意
味
で
の
訳
語
がU

v

（
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
―
小
池
注
）
で

な
くD

hp

（
ダ
ン
マ
パ
ダ
―
小
池
注
）
の
方
に
対
応
す
る
漢
訳
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
（
中
略
）5

0
0

偈

本
の
訳
語
に
、
こ
の
老
荘
的
な
意
味
で
の
「
無
為
」
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
同
書
三
一
三
・
三
一
四
頁
）

ま
た
、
同
論
文
４
（
章
）
か
ら
、

P.akiñcana

（
無
所
有
）
の
訳
語
と
し
て
の
「
無
為
」
は
、D

hp

の
対
応
箇
所
に
の
み
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
訳
語
は
、「
有
為
」
の
反
対
の
概

念
と
し
て
の
無
為
で
は
な
く
、
老
荘
的
な
「
何
も
し
な
い
こ
と
」
の
意
味
で
と
る
の
が
自
然
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
てU

v

で
は
、nirva -n. a

（
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
）、nirvedha

（
洞
察
力
）
と
い
っ
た
原
語
か
ら
の
訳
出
で
あ
り
、
同
じ
訳
語
と
い
え
ど
も
意
味
的
に
は
大
い
に
異
な
る
も
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の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。（
三
一
九
頁
）

さ
ら
に
、
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
訳
風
の
違
い
に
も
漢
訳
経
典
と
し
て
の
『
法
句
経
』
の
重
層
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。（
三
一
九
頁
）

私
（
小
池
）
が
検
索
し
た
と
こ
ろ
で
は
、『
法
句
経
』
中
に
「
無
為
」
の
語
は
八
例
あ
り
、
う
ち
六
例
は
五
百
偈
維
本
の
訳
語
で
あ
り
、
残
り
の

一
例
ず
つ
が
九
百
偈
竺
本
と
七
百
偈
葛
本
の
訳
語
で
あ
る
。

引
田
は
「
無
為
」
に
し
ぼ
っ
て
老
荘
言
語
の
『
法
句
経
』
で
の
使
用
例
を
分
析
し
て
い
る
が
、
他
の
老
荘
言
語
（
私
は
、
老
子
の
言
語
に
し
ぼ

る
べ
き
だ
と
考
え
る
）
の
使
用
例
に
も
同
じ
傾
向
が
、
し
か
も
歴
然
と
現
れ
て
い
る
。
左
に
私
に
よ
る
そ
の
調
査
結
果
を
示
そ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
、

『
法
句
経
』
を
構
成
す
る
各
本
に
お
け
る
老
子
言
語
の
使
用
回
数
を
記
す
。

﹇
五
百
偈
維
本
﹈（
ダ
ン
マ
パ
ダ
）

「
恬

」
２
、「
寂
寞
」
１
、「
微
妙
」
１
、「
守
一
」
３
、「
自
古
至
今
」
１
、「
自
然
」
７
、「
聖
人
」
５
、「
軽
躁
」
１
、「
自
勝
」
３
、

「
得
道
６
」、「
美
言
不
信
、
信
言
不
美
」
１
、「
澹
泊
無
事
」
１
、「
無
為
」
６
、「
根
深
固
」
１
、「
根
原
」
３
、「
知
足
」
１
、

﹇
九
百
偈
竺
本
﹈（
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
）

「
恬
淡
」
１
、「
微
妙
」
１
、「
自
然
」
１
、「
得
道
」
１
、「
無
為
」
１
、「
知
足
」
２
、

﹇
七
百
偈
葛
本
﹈

「
自
然
」
１
、「
自
勝
」
１
、「
得
道
」
１
、「
聖
人
」
２
、「
無
為
」
１
、「
知
足
」
１
、「
知
止
」
１
、

右
の
各
本
で
の
老
荘
言
語
使
用
頻
度
総
数
の
加
重
平
均
を
取
っ
て
み
る
と
、
維
本
一
品
に
一
・
四
六
回
、
竺
本
〇
・
五
一
回
、
葛
本
一
・
二
三
回

と
な
り
、
維
本
に
老
子
言
語
の
使
用
が
多
く
、
竺
本
に
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
葛
本
は
支
謙
に
よ
る
編
纂
の
手
が
及
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
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付
け
加
え
れ
ば
、
維
本
に
は
、
老
子
言
語
と
し
て
特
に
重
要
な
「
恬

」「
守
一
」「
自
然
」「
自
勝
」「
得
道
」「
無
為
」「
根
原
」
と
い
っ
た
語

が
集
中
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
老
荘
言
語
調
査
に
お
け
る
「
守
一
」
の
表
現
は
、
実
際
に
は
『
老
子
』
原
文
の
言
葉
で
は
な
く
、『
老
子
』
王
弼
注
に
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
王
弼
注
を
次
ぎ
に
引
く
。『
老
子
』
第
三
十
九
章
「
天
無
以
清
、
将
恐
裂
」（
天
以
て
清
く
な
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
将
に

恐
ら
く
は
裂
け
ん
と
す
）
に
た
い
す
る
注
で
あ
る
。

用
一
以
致
清
耳
、
非
用
清
以
清
也
、
守
一
則
清
不
失
、
用
清
則
恐
裂
也
、

一
を
用
い
て
以
て
清
き
を
致
す
の
み
。
清
を
用
い
て
以
て
清
く
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
一
を
守
れ
ば
則
ち
清
き
は
失
わ
れ
ず
、
清
き
を
用

う
れ
ば
則
ち
恐
ら
く
は
裂
く
る
な
り
。

「
一
を
守
る
」
は
老
子
の
思
想
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
老
子
』
の
原
文
に
は
、「
執
一
」（
帛
書
の
現
行
本
二
十
章
相
当
箇
所
）、「
抱
一
」

（
十
章
、
二
十
二
章
）、「
得
一
」（
三
十
九
章
）
の
言
い
方
は
あ
っ
て
も
、「
守
一
」
の
例
は
無
い
。『
老
子
』
原
文
の
方
が
、
よ
り
身
体
的
で
あ
り
、

そ
れ
は
帛
書
『
老
子
』
に
お
い
て
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
守
一
」
の
表
現
は
よ
り
哲
学
的
、
抽
象
的
概
念
に
傾
い
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う（

14
）。

こ
の
よ
う
な
「
守
一
」
の
表
現
は
、
先
ず
後
漢
・
辺
韶
の
「
老
子
銘
」（
四
部
叢
刊
三
編
史
部
所
収
の
宋
・
洪

編
『
隷

釈
』
巻
三
に
載
せ
る
）
に
見
ら
れ
る
。
後
漢
・
延
喜
八
年
（
一
六
五
）
の
作
で
あ
る
。

守
一
不
失
、
爲
天
下
正
、（
一
を
守
り
て
失
わ
ざ
れ
ば
、
天
下
の
正
と
為
ら
ん
）

「
天
下
の
正
（「
長
」
の
意
）」
は
『
老
子
』
に
見
え
る
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、
右
に
引
い
た
王
弼
注
で
も
「
不
失
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
王
弼

注
と
こ
の
碑
文
と
の
関
係
を
強
く
示
唆
す
る
。
ま
た
、『
老
子
』
想
爾
注
の
本
文
第
十
章
へ
の
注
に
も
、

今
布
道
誡
　
人
、
守
誡
不
違
、
■
爲
守
一
矣
、
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今
道
誡
を
布し

き
て
人
に
教
え
、
誡
を
守
り
て
違
わ
ざ
れ
ば
、
即
ち
一
を
守
る
と
為
す
。

と
見
え
る
。
こ
こ
で
も
「
失
わ
ず
」
に
類
似
す
る
「
違
わ
ず
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
想
爾
注
本
は
、
初
期
道
教
教

徒
の
聖
典
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
15
）の

で
、「
老
子
銘
」
と
時
代
は
か
な
り
近
接
す
る
。『
荘
子
』
外
篇
・
在
宥
篇
に
は
「
我
守
其
一
以
処
其
和
」

（
我
其
の
一
を
守
り
て
以
て
其
の
和
す
る
に
処
る
）
と
あ
り
、
晋
・
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
内
篇
・
地
真
篇
に
は
、「
守
一
存
真
、
乃
能
通
神
」（
一

を
守
り
て
真
を
存
せ
し
め
ば
、
乃
ち
能
く
神
を
通
ぜ
ん
）
と
あ
る
。「
老
子
銘
」
と
想
爾
注
の
「
守
一
」
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
中
間
に
位
置
し
、
こ

れ
が
王
弼
の
注
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

『
法
句
経
』
に
は
こ
の
「
守
一
」
が
三
例
あ
る
こ
と
は
、
既
に
記
し
た
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
出
現
す
る
漢
訳
の
節
と
、
そ
の
対
応
原
典
を
挙
げ

る
。

一
切
斷
欲
　
　
一
切
　
欲
を
断
ち

截
意
根
原
　
　
意
の
根
原
を
截た

ち
て

晝
夜
守
一
　
　
昼
夜
に
一
を
守
れ
ば

必
入
定
意
　
　
必
ず
定
意
に
入
ら
ん

（
第
二
十
六
章
塵
垢
品
、『
大
正
』
五
六
八
下
）

yassa
c’etam.

sam
ucchinnam. ,m

u -laghaccam.
sam

u -hatam.

sa
ve

diva -
va -

rattim.
va -

sam
a -dhim.

adhigacchati.

（
Dhp

十
八
章
十
六
節
250

vatta

）

（
訳
）こ
の
世
の
思
い
が
断
絶
し
、
根
絶
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
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そ
の
よ
う
な
人
は
、
実
に
昼
も
夜
も
心
の
平
静
に
達
し
て
い
る
。

漢
訳
四
句
目
の
「
定
意
」
が
「sam

a -dhim.

」（
心
の
平
静
、
三
昧
）
の
訳
語
に
な
っ
て
い
る
。
右
の
対
比
か
ら
見
る
と
、
パ
ー
リ
語
原
典
に
は

「
守
一
」
の
部
分
が
見
当
た
ら
な
い
。
四
言
句
に
字
数
を
そ
ろ
え
る
必
要
も
あ
っ
て
、
あ
え
て
「
守
一
」
を
挿
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
つ

目
の
例
を
挙
げ
る
。

手
足
莫
妄
犯
　
　
手
足
は
妄
り
に
犯
す
こ
と
莫な

く

節
言
順
所
行
　
　
言
を
節
し
て
、
行
う
所
を
順
に
す

常

樂
定
意
　
　
常
に
内
に
定
意
を
楽
し
み

守
一
行
寂
然
　
　
一
を
守
り
て
行
い
は
寂
然
た
り

（
第
三
十
四
章
沙
門
品
、『
大
正
』
五
七
二
上
）

い
ま
、
引
田
『
法
句
経
』
が
第
三
句
目
「
順
」
を
元
・
明
刊
本
に
よ
っ
て
「
慎
」
字
に
改
め
る
の
に
は
従
わ
な
い
。
ま
た
四
句
目
「
一ひ
と
りの
行
を
守

り
寂
然
た
れ
」
と
訓
ず
る
の
に
従
わ
な
い
。「
守
一
」
で
一
語
と
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
五
言
句
は
二
字
目
の
あ
と
に
切
れ
目
が
あ
る

の
が
普
通
だ
か
ら
で
あ
る
。

hatthasaññato
pa -dasaññato

va -ca -ya
saññato

saññatuttam
o

,

ajjhattarato
sam

a -hito
eko

santusito
tam

a -hu
bhikkhum. .

（
Dhp

第
二
十
五
章
三
節
　
362

vatta

）

（
訳
）手
を
抑
え
、
足
を
抑
え
、
言
葉
を
抑
え
、
最
高
に
抑
え
、

自
ら
楽
し
み
、
心
は
落
ち
着
き
集
中
し
、
一
人
居
て
満
足
し
て
い
る
人
、
人
々
は
彼
を
比
丘
（
修
行
僧
）
と
言
う
。
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「
一
人
居
て
満
足
し
て
い
る
」（eko

santusito

）
と
い
う
部
分
を
「
守
一
行
寂
然
」
と
訳
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、「
守
一
」
は
や
は
り
パ
ー
リ
語
原

典
に
は
無
い
も
の
で
あ
り
、
王
弼
注
或
い
は
想
爾
注
の
老
子
思
想
が
相
当
に
色
濃
く
こ
こ
に
影
を
落
と
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、

も
う
一
つ
の
「
守
一
」
を
引
く
。

一
坐
一
處
臥
　
　
一ひ
と

り
坐
し
一ひ
と

り
処
り
て
臥
し

一
行
無
放
恣
　
　
一ひ
と

り
行
い
て
放
恣
す
る
こ
と
無
し

守
一
以
正
身
　
　
一
を
守
り
以
て
身
を
正
し

心
樂
居
樹
間
　
　
心
楽
し
み
て
樹
間
に
居
る

（
第
二
十
九
章
広
衍
品
、『
大
正
』
五
七
〇
上
）

eka -sanam.
ekaseyyam.

eko
caram

atandito

eko
dam

ayam
atta -nam.

vanante
ram

ito
siya -.

（
Dhp

一
九
章
十
六
節
305

vatta

）

（
訳
）一
人
で
坐
し
、
一
人
で
横
た
わ
り
、
一
人
で
歩
ん
で
、
活
動
的
で
あ
り
、

自
ら
を
調
伏
し
て
、
一
人
森
の
中
で
楽
し
め
。

「
自
ら
を
調
伏
し
て
」（dam

ayam
atta -nam.

）
が
「
正
身
」
に
当
た
る
。「
守
一
」
は
こ
こ
で
も
訳
者
の
強
い
後
押
し
が
有
っ
て
こ
こ
に
顔
を
出

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。『
法
句
経
』
は
「
恬

」「
守
一
」
の
語
を
通
し
て
、
想
爾
注
『
老
子
』
と
の
強
い
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
。
そ
し
て
ま

た
、
王
弼
注
と
の
関
わ
り
も
無
視
で
き
な
い
。
王
弼
は
そ
の
『
老
子
』
注
に
お
い
て
、「
無
為
」
の
語
を
三
十
七
回
使
っ
て
い
る
。
想
爾
注
残
巻

で
は
、
注
の
中
で
は
二
回
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
王
弼
こ
そ
が
「
無
為
」
を
老
子
思
想
の
中
心
に
置
い
た
人
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
自
然
」
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に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
想
爾
注
で
は
そ
の
用
例
は
数
例
に
過
ぎ
な
い
の
に
比
し
て
、
王
弼
注
で
は
注
の
み
で
三
十
五
例
の
使
用
が
認
め
ら
れ

る
。
支
謙
か
ら
見
れ
ば
、
自
ら
よ
り
は
る
か
に
年
少
の
（
王
弼
の
生
年
は
二
二
六
〜
二
四
九
年
の
間
（
16
）、

支
謙
の
生
年
は
恐
ら
く
一
九
五
年
頃
、
没

年
は
二
五
五
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
（
17
）

。）
王
弼
こ
そ
が
、
老
子
の
哲
学
を
明
晰
な
言
葉
と
し
て
提
示
し
て
く
れ
た
存
在
で
あ
り
、
彼
と
そ
の
『
老
子

道
徳
経
』
注
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
想
爾
注
よ
り
も
は
る
か
に
圧
倒
的
な
影
響
を
こ
う
む
り
、（
そ
れ
は
精
神
的
な
衝
撃
で
さ
え
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
）
そ
の
結
果
が
、『
法
句
経
』
の
維
本
部
分
に
明
確
な
形
で
現
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

支
謙
は
、
パ
ー
リ
語
経
典
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』（S
utta-nipa -ta

）
中
の
「
ア
ッ
タ
カ
ヴ
ァ
ッ
ガ
」（A

t. t. haka-vagga

）
の
漢
訳
も
世
に
残
し

て
い
る
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
四
（N

o.1
9
8

）
の
、
呉
月
支
優う

婆ば

塞そ
く

支
謙
訳
『
仏
説
義
足
経
』
で
あ
る
。
パ
ー
リ
語
原
典
全
十
六
章
と
漢
訳

全
十
六
章
の
内
容
は
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る
が
、『
義
足
経
』
に
は
韻
文
の
前
後
に
因
縁
譚
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
、『
法
句
経
』
と
の

比
較
対
照
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
時
に
は
、
韻
文
部
分
が
考
察
の
対
象
と
な
る
。
た
だ
し
、
パ
ー
リ
語
「
ア
ッ
タ
カ
ヴ
ァ
ッ
ガ
」
と
漢
訳
「
義
足

経
」
の
間
に
は
若
干
の
編
次
の
異
同
が
あ
る
。

義
足
経
…
…
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

ア
ッ
タ
カ
…
１
２
３
４
５
６
７
８
９
11
12
13
14
16
10・
15・

こ
れ
は
、
現
行
本
『
老
子
』
と
帛
書
『
老
子
』
の
間
で
の
編
次
の
異
同
と
よ
く
似
た
、
部
分
的
な
編
次
の
移
動
で
あ
る
。
両
『
老
子
』
間
で
は
、

次
の
よ
う
な
編
次
の
異
同
が
あ
る
。

現
行
本
…
20
21
22
23
24
25
―→

帛
書
本
…
20
21
24・
22
23
25

現
行
本
…
39
40
41
42
43
―→

帛
書
本
…
39
41・
40
42
43
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現
行
本
…
65
66
67
68
―→

帛
書
本
…
65
66
80・
81・
67
68

右
表
は
、
現
行
本
『
老
子
』
お
よ
び
『
義
足
経
』
即
ち
時
代
の
後
の
方
の
テ
キ
ス
ト
を
基
準
に
し
て
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
経
典
と
い
え
ど
も
、

編
次
に
関
し
て
は
可
動
的
で
あ
る
の
が
分
か
る
。

『
ア
ッ
タ
カ
ヴ
ァ
ッ
ガ
』
は
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
重
複
す
る
箇
所
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。
た
だ
二
つ
の
節
に
お
い
て
の
み
重
複
す
る
。
そ
の
う
ち

の
一
箇
所
を
次
に
取
り
上
げ
て
、『
義
足
経
』
と
『
法
句
経
』
の
漢
訳
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』「
ア
ッ
タ
カ
ヴ
ァ
ッ

ガ
」
の
一
節
か
ら
引
く（

18
）。

Sabbaso
na -m

aru -pasm
im.

yassa
n’atthim

am
a -yitam. ,

asata -
ca

na
socati,sa

ve
loke

na
jiyyati.

（
Sn

ア
ッ
タ
カ
ヴ
ァ
ッ
ガ
　
十
五
章
十
五
節
950

vatta

）

（
訳
）名
前
と
形
に
お
い
て
あ
ま
ね
く
、「
私
の
持
っ
て
い
る
も
の
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
よ
う
な
人
に
と
っ
て
は
、

所
有
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
憂
え
る
こ
と
が
な
い
。
彼
は
実
に
、
こ
の
世
に
お
い
て
失
う
こ
と
が
な
い
。

こ
れ
に
対
応
す
る
『
義
足
経
』
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
切
已
棄
名
色
　
　
一
切
　
已す
で

に
名
色
を
棄
て

不
著
念
有
所
收
　
　
収
む
る
所
有
る
に
著
念
せ
ず

已
無
有
亦
無
處
　
　
已
に
有
す
る
無
く
、
亦
処お

る
と
こ
ろ
無
し

一
切
世
無
與
怨
　
　
一
切
　
世
の
怨
み
を
与
う
る
無
し

（『
義
足
経
』
十
六
章
十
七
節
、『
大
正
』
一
八
九
下
）
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次
に
右
節
に
対
応
す
る
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
一
節
を
引
く
。

sabbaso
na -m

aru -pasm
im.

yassa
n’atthim

am
a -yitam.

asata -
ca

na
socatisa

ve
bhikkhu -

tivuccati

（
Dhp

二
十
五
章
八
節
367

vatta

）

（
訳
）名
前
と
形
に
お
い
て
、
何
も
の
を
も
我
が
も
の
と
し
な
い
で
、

そ
し
て
ま
た
、
所
有
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
悲
し
ま
な
い
人
、
そ
の
よ
う
な
人
を
こ
そ
比
丘
（
修
行
僧
）
と
呼
ぶ
。

『
法
句
経
』
対
応
節
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
切
名
色
　
　
一
切
の
名
色
は

非
有
莫
惑
　
　
有
す
る
に
非
ざ
れ
ど
も
、
惑
う
こ
と
莫な

く

不
近
不
憂
　
　
近
づ
か
ず
憂
え
ざ
る
（
人
）
を

乃
爲
比
丘
　
　
乃
ち
比
丘
と
為
す

（『
法
句
経
』
三
十
四
章
沙
門
品
、『
大
正
』
五
七
二
上
）

右
二
節
、
漢
訳
の
前
よ
り
三
句
分
は
パ
ー
リ
語
原
典
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
四
句
目
は
原
典
が
異
な
っ
て
い
る
。『
義
足
経
』
の
漢
訳
は
六

言
句
で
、
三
、
四
句
目
で
少
し
語
順
を
入
れ
替
え
て
は
い
る
が
、
基
本
的
に
は
パ
ー
リ
語
原
典
を
過
不
足
な
く
訳
し
得
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一

方
、『
法
句
経
』
は
四
言
句
で
、
こ
ち
ら
は
二
句
目
と
三
句
目
の
順
序
が
原
典
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
や
は
り
原
典
に
忠
実
に
訳
し
て

い
る
。
単
純
に
漢
訳
の
漢
字
数
を
比
べ
て
み
る
と
、『
義
足
経
』
の
方
は
二
十
四
字
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
法
句
経
』
は
十
六
字
で
あ
る
。
そ
の

為
に
、『
義
足
経
』
の
漢
訳
の
方
は
、
訳
し
方
は
懇
切
丁
寧
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
朗
読
す
る
時
に
は
六
言
で
あ
る
為
に
や
や
リ
ズ
ム
が
と
り
に
く
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い
。
他
方
『
法
句
経
』
は
、
内
容
は
簡
潔
に
し
て
要
を
得
て
お
り
、
中
国
伝
統
の
四
言
リ
ズ
ム
で
あ
る
た
め
に
、
テ
ン
ポ
よ
く
朗
読
で
き
る
。
た

だ
、
一
節
の
内
容
の
濃
密
さ
は
、『
義
足
経
』
に
よ
り
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
し
か
し
、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
原
典
が
、

『
ア
ッ
タ
カ
ヴ
ァ
ッ
ガ
』
の
末
尾
「loke

na
jiyyati

」（
こ
の
世
で
失
う
こ
と
は
な
い
）
を
、「bhikkhu -

ti
vuccati

」（
比
丘
と
呼
ぶ
）
に
置
き
換

え
た
こ
と
か
ら
く
る
相
違
で
も
あ
ろ
う
。『
義
足
経
』
が
全
四
句
二
十
四
字
で
展
開
し
た
内
容
を
、『
法
句
経
』
は
三
句
十
二
字
で
し
か
表
現
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。

い
ま
右
に
紹
介
し
た
節
は
、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
系
の
異
写
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
文
字
に
よ
る
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語

ダ
ル
マ
パ
ダ
』
（
19
）

の
も
の
で
あ
る
。

savaśu
nam

a-ruvasa
yasa

nastim
am

a’ida

asata
ina

śoyadiso
hu

bhikhu
du

vucadi.

（
G.

Dhp

79

śloka

）

ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
に
よ
る
変
容
は
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
パ
ー
リ
語
と
同
系
の
言
語
で
あ
り
、
原
典
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
保
持
さ
れ
て
い
る
。「hu

」

は
「khalu

」（
実
に
）
で
「ve

」
に
相
当
、「du

」
は
「ti
」
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。「i

」
は
「iva

」（
実
に
）
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
次
に
、
よ
り
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
近
い
言
語
で
書
か
れ
て
い
る
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
に
所
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
引
く
。

yasya
sam. nicayo

na -stiyasya
na -stim

am
a -yitam

/

asantam.
śocate

naiva
sa

vaibhiks. ur
nirucyate//

（
Uv

32
―

17
）

『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
一
行
目
の
「sabbaso

na -m
aru -pasm

im.

」（
名
前
と
形
に
お
い
て
、
何
も
の
を
も
）
が
、
こ
こ
で
は
「yasya

sam. nicayo
na -sti

」
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（
蓄
財
が
な
い
人
）
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
原
典
の
思
想
が
平
俗
化
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的
に
は
原
典
本
来
の
意

味
す
る
所
を
守
っ
て
い
る
。
経
典
の
伝
写
に
当
た
っ
て
は
、
原
典
の
言
語
・
文
字
を
完
全
に
守
る
必
要
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
日
常
接
し
て
い
る

言
葉
に
置
き
換
え
て
も
よ
い
が
、
意
味
（
す
な
わ
ち
「
教
え
」）
そ
の
も
の
か
ら
の
逸
脱
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
が
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に

か
け
て
の
、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
流
伝
に
お
け
る
人
々
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
経
典
の
言
語
自
体
は
必
ず
し
も
金
科
玉
条
の
も
の
と
し

て
固
定
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
章
次
（
編
次
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
は
、
帛
書
『
老
子
』
の
例
と
も
比
較
し
つ
つ
、
す
で
に
述
べ

た
。た

だ
し
、
写
本
伝
写
の
過
程
で
は
、
原
典
か
ら
の
逸
脱
も
起
こ
り
う
る
。
そ
の
例
を
一
つ
示
そ
う
。『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
全
編
の
な
か
で
、

第
一
篇
三
章
「
犀
の
角
の
章
」（khaggavisa -n. a-sutta

）
と
第
四
篇
「
ア
ッ
タ
カ
ヴ
ァ
ッ
ガ
」
お
よ
び
第
五
篇
が
、
内
容
的
に
初
期
仏
教
の
姿
を

伝
え
て
い
る
こ
と
、
韻
文
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
古
注
が
こ
れ
ら
の
篇
章
に
の
み
付
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
も
古
い
層
、
つ
ま
り
ブ
ッ
ダ

の
発
し
た
言
葉
に
最
も
近
い
も
の
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

20
）。

そ
の
「
犀
の
角
の
章
」
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
新
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
最
近
刊
行
さ
れ
た
。

A
G

a -ndha -rı -
V

ersion
of

the
R

hinoceros
S

u -tra
:

B
ritish

L
ibrary

K
haros. t. hı -

F
ragm

ent
5B

,by
R

ichard
S

alom
on,G

andha -ran

B
uddhistT

exts,vol.1,U
niversity

of
W

ashington
Press,2

0
0
0.

こ
れ
は
部
分
的
な
欠
損
は
あ
る
が
、「
犀
の
角
の
章
」
全
般
に
わ
た
る
写
本
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
比
較
的
保
存
状
態
の
よ
い
一
節
（
と
い
っ
て

も
、
前
半
の
二
句
の
み
残
存
す
る
）
を
取
り
あ
げ
て
、
パ
ー
リ
語
原
典
と
比
較
し
て
み
た
い
。
ま
ず
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
新
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
引

く
。putra
ya

dara
yam.

dhan. o
jahitva

parigrahe
ñatia

bam. dhava
ya

//

（
以
下
二
行
欠
）
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（
G.

v6

upaja -ti （
21
））

（
訳
）息
子
や
妻
や
財
や
所
有
物
や

縁
者
や
親
族
を
捨
て
て
、

次
に
対
応
の
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
パ
ー
リ
語
原
典
を
引
く
。

Puttañ
ca

da -ram.
pitarañ

ca
m

ataram.

dhana -nidhañña -nica
bandhava -nica

hitva -na
ka -m

a -niyathodhika -ni

eko
care

kha -ggavisa -n. akappo.

（
Sn

一
篇
三
章
二
十
六
節
60

tut. t. hubha （
22
））

（
訳
）子
供
や
妻
や
父
や
母
や

財
や
穀
物
や
親
族
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
愛
欲
を
捨
て
て

た
っ
た
一
人
犀
の
角
の
よ
う
に
歩
め

ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
版
の
「ya

」
は
パ
ー
リ
語
の
「ca

」（
ま
た
）
の
変
化
、「a
」
は
「ya

」
の
省
略
形
と
考
え
ら
れ
る
。
パ
ー
リ
語
原
典
で
は
「
父

や
母
で
さ
え
も
捨
て
る
」
と
い
う
ブ
ッ
ダ
の
き
び
し
い
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
版
で
は
、「
父
と
母
と
を
」

（pitrañ
ca

m
ataram.

）
が
削
除
さ
れ
、
代
わ
っ
て
「
親
族
」（bam. dhava

）
の
前
に
「
縁
者
」（ñati

）
と
い
う
、「
親
族
」
と
意
味
上
重
複
す
る

語
が
新
た
に
補
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
父
と
母
を
捨
て
る
」
と
言
い
切
る
こ
と
を
は
ば
か
っ
て
、「
父
と
母
」
を
削
り
、
し
か
し
な
が
ら
韻
律
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の
関
係
で
字
数
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
新
た
な
語
を
挿
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
聖
典
写
本
の
伝
播
過
程
で
は
、
言
語
の
音
韻
的
な
変

容
は
経
て
も
、
そ
の
教
え
の
内
容
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
正
し
く
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
が
一
般
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
写

本
上
で
原
典
か
ら
の
明
ら
か
な
逸
脱
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
写
本
作
成
に
加
わ
っ
た
も
の
の
、
明
確
な
意
思
表
示
な
の
で
あ
る
。

話
し
を
『
法
句
経
』
と
『
老
子
』
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
に
戻
そ
う
。
先
程
、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
と
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
が
重
複
し
て
い
る
パ

ー
リ
語
原
典
を
、『
義
足
経
』
と
『
法
句
経
』
が
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
形
に
漢
訳
し
て
い
る
の
を
紹
介
し
た
。
訳
し
方
に
相
当
の
違
い
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
違
っ
た
訳
し
方
を
し
て
い
る
両
経
の
訳
が
、
は
た
し
て
ど
ち
ら
も
支
謙
の
手
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
補
足
す
れ
ば
、
先
程
『
義
足
経
』
と
の
比
較
対
照
を
行
っ
た
の
は
『
法
句
経
』
第
三
十
四
章
沙
門
品
中
の
一
節
で

あ
り
、
こ
の
章
が
支
謙
の
訳
に
成
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
ま
た
、『
義
足
経
』
の
訳
者
が
支
謙
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

原
典
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
専
門
家
の
間
か
ら
異
論
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。『
義
足
経
』
と
『
法
句
経
』
の
訳

し
方
の
違
い
は
、
右
の
私
の
指
摘
し
た
箇
所
に
止
ま
ら
ず
、
両
経
の
全
体
に
わ
た
っ
て
い
る
。
各
節
の
リ
ズ
ム
は
、『
義
足
経
』
は
一
部
四
言
、

五
言
を
用
い
つ
つ
、
六
言
を
主
流
と
す
る
。『
法
句
経
』
は
、
四
言
句
と
五
言
句
を
適
当
に
使
い
分
け
て
い
て
、
六
言
句
の
使
用
は
極
め
て
わ
ず

か
で
あ
る
（
23
）。

し
か
も
、『
法
句
経
』
に
お
い
て
六
言
句
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
三
十
六
章
泥

品
の
、
九
百
偈
竺
本
（『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ

ル
ガ
』
相
当
部
）
に
属
す
る
部
分
で
あ
る
（
24
）。

し
た
が
っ
て
、『
法
句
経
』
で
支
謙
は
六
言
句
を
使
っ
て
い
な
い
。
左
に
『
法
句
経
』
第
三
十
六
章

の
六
言
句
部
分
か
ら
一
節
を
取
り
出
し
、
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

心
難
見
習
可
覩
　
　
心
に
見
難
き
も
習
す
れ
ば
覩み

る
可
し

覺
欲
者
乃
具
見
　
　
欲
を
覚さ
と

る
者
は
乃
ち
具
つ
ぶ
さ
に
見
る
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無
所
樂
爲
苦
際
　
　
楽
し
む
所
無
き
は
苦
の
際は
て

為た

り

在
愛
欲
爲

痛
　
　
愛
欲
に
在
る
は
痛
み
を
増
す
と
為
す

（
第
三
十
六
章
泥

品
、『
大
正
』
五
七
三
中
）

次
に
、
こ
れ
に
対
応
す
る
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
の
一
節
を
挙
げ
る
。

durdr. śam.
satyam

a
[ca]

lam.
sudr. śam.

pratividhyatah. /

tr. s. n. a -ks. ayam.
paśyato

hiduh. khasya -nto
nirucyate//

（
Uv

26
―

14

śloka

）

（
訳
）不
動
の
真
理
は
見
が
た
い
が
、
真
理
に
通
じ
た
人
に
と
っ
て
は
見
や
す
い
。

愛
欲
の
消
滅
を
見
た
人
に
と
っ
て
は
、
実
に
、
不
幸
の
終
極
が
訪
れ
る
と
説
か
れ
る
。

右
の
『
法
句
経
』
第
三
十
六
章
の
訳
し
方
は
、『
義
足
経
』
に
類
似
し
、『
法
句
経
』
五
百
偈
維
本
の
訳
し
方
と
相
違
す
る
。
支
謙
の
中
に
は
、
二

人
の
訳
者
が
居
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
私
は
、『
法
句
経
』
の
五
百
偈
維
本
部
分
、
す
な
わ
ち
支
謙
の
訳
に
な
る
部
分
は
、
本
稿
で
既
に
詳
し
く
述
べ
た
よ
う

に
、『
老
子
』
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
が
、
同
じ
く
支
謙
訳
の
『
義
足
経
』
に
は
、
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
『
老
子
』
の
影
響
が
見
ら
れ
ず
、

老
子
言
語
に
つ
い
て
も
有
意
な
数
の
出
現
は
一
切
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
指
摘
し
た
い
。
例
え
ば
、『
義
足
経
』
で
は
、「
恬

」「
恬

」「
守
一
」

の
表
現
は
見
え
ず
、「
自
然
」
に
つ
い
て
も
散
文
因
縁
譚
中
に
一
度
「（
仏
）
自
然
無
数
の
床
に
化
し
出
で
た
り
」（
第
十
六
章
）
と
見
え
る
の
み

で
あ
り
、「
得
道
」
も
一
例
の
み
、「
聖
人
」「
無
為
」「
知
足
」「
知
止
」
は
使
用
例
が
無
い
。『
義
足
経
』
の
訳
者
は
、
当
然
支
謙
の
は
ず
で
あ
る

が
、『
老
子
』
思
想
と
言
語
に
全
く
興
味
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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要
す
る
に
、『
老
子
』
に
強
く
ひ
か
れ
る
支
謙
と
、『
老
子
』
に
は
全
く
興
味
を
示
さ
な
い
支
謙
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
ど
こ
に
問
題
が
在

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
や
は
り
、
王
弼
『
老
子
注
』
の
衝
撃
に
問
題
を
解
く
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。「
守
一
」
と

『
王
弼
注
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
支
謙
が
『
法
句
経
』
で
多
く
用
い
て
い
る
老
子
言
語
は
、
王
弼
注
で
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
あ
る
い
は
極
め
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。）「
無
為
」
の
王
弼
注
で
の
使
用
例
は
三
十
六
例
、「
聖
人
」

は
二
十
一
例
、「
自
然
」
二
十
八
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
語
は
、
も
ち
ろ
ん
古
く
か
ら
老
子
の
思
想
を
表
す
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
来
た
。
し

か
し
「
王
弼
注
」
と
い
う
決
し
て
長
く
は
な
い
注
釈
で
の
そ
の
使
用
数
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
王
弼
は
、
老
子
の
世
界
を
凝
縮
さ
れ
た
言
葉
で
再
構

成
し
、
よ
り
明
確
に
そ
の
世
界
を
世
間
に
向
け
て
う
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
分
か
り
や
す
い
例
を
一
つ
挙
げ
よ
う
。「
根
原
」
の
場
合

で
あ
る
。「
根
原
」
の
語
は
『
法
句
経
』
に
三
例
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
五
百
偈
維
本
部
分
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
そ
れ
ら
を
対
応
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』

節
と
共
に
示
す
。

(1)
一
切
斷
欲
　
　
一
切
　
欲
を
断
ち

截
意
根
原
　
　
意
の
根
原
を
截た

ち
て

晝
夜
守
一
　
　
昼
夜
に
一
を
守
れ
ば

必
入
定
意
　
　
必
ず
定
意
に
入
ら
ん

（
第
二
十
六
章
塵
垢
品
、『
大
正
』
五
六
八
下
）

yassa
c’etam.

sam
ucchinnam. ,m

u -laghaccam.
sam

u -hatam.

sa
ve

diva -
va -

rattim.
va -

sam
a -dhim.

adhigacchati

（
Dhp

十
八
章
十
六
節
250

vatta

本
稿
四
九
九
頁
既
出
）
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（
訳
）こ
の
世
の
思
い
が
断
絶
し
、
根
絶
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、

そ
の
よ
う
な
人
は
、
実
に
昼
も
夜
も
心
の
平
静
に
達
し
て
い
る
。

(2)
謂
能

惡
　
　
能
く
悪
を
捨
て

根
原
已
斷
　
　
根
原
已
に
断
ち

慧
而
無
恚
　
　
慧
に
し
て
恚い
か

り
無
き
を
謂い

い
て

是
謂
端
政
　
　
是
れ
を
端
政
と
謂
う

（
第
二
十
七
章
奉
持
品
、『
大
正
』
五
六
九
上
）

yo
ca

sam
etipa -pa -nian. um. thu -la -nisabbaso

sam
itatta -

hipa -pa -nam.
sam

an. o
tipavuccati.

（
dhp

十
九
章
十
節
265

vatta

）

（
訳
）大
き
い
も
の
で
も
小
さ
い
も
の
で
も
、
諸
悪
を
あ
ま
ね
く
静
め
た
人
は
、

諸
々
の
悪
を
寂
止
さ
せ
た
の
で
、
道
の
人
（
沙
門
）
と
言
わ
れ
る
。

(3)
一
切
意
流
衍
　
　
一
切
　
意
流り
ゅ
う

衍え
ん
（
25
）し

愛
結
如
葛
藤
　
　
愛
の
結
び
め
は
葛
藤
の
如
し

唯
慧
分
別
見
　
　
唯
だ
慧
に
し
て
分
別
も
て
見
て
の
み

能
斷
意
根
原
　
　
能
く
意
の
根
原
を
断
た
ん

（
第
三
十
二
章
愛
欲
品
、『
大
正
』
五
七
一
上
）
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savantisabbadha -
sota -,lata -

ubbhijja
tit. t. hati

tañ
ca

disva -
latam.

ja -tam.
m

u -lam.
pañña -ya

chindatha.

（
Dhp

二
十
四
章
七
節
340

vatta

）

（
訳
）流
れ
は
あ
ら
ゆ
る
所
に
流
れ
る
。
蔓
草
は
芽
生
え
つ
つ
あ
る
。

蔓
草
が
生
じ
る
の
を
見
た
な
ら
ば
、
智
慧
の
力
に
よ
っ
て
そ
の
根
を
断
ち
切
れ
。

(1)
と
(3)
の
例
で
は
「lu -la
」（
中
性
名
詞
、
根
・
根
源
の
意
）
が
「
根
原
」
に
当
た
る
。
(2)
の
例
で
は
、
パ
ー
リ
語
原
典
に
は
「
根
原
」
に
当
た

る
語
は
見
え
な
い
。「sam

itatta
」（
寂
止
し
た
、
語
尾
「a -

」
は
理
由
を
示
す
奪
格
）
を
「
根
原
已
断
」
と
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
根
原
」
の
「
原
」
は
、『
法
句
経
』
の
元
・
明
版
本
で
は
「
源
」
に
作
る
も
の
が
あ
る
（『
大
正
』
校
訂
に
よ
る
）
が
、
古
く
は
「
原
」
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
蔵
広
勝
寺
本
（『
中
華
大
蔵
経
』）
も
、
三
箇
所
と
も
「
原
」
に
作
る
。「
根
原
」
は
王
弼
注
本
『
老
子
』
や
『
義
足
経
』

に
は
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
。
た
だ
、
王
弼
注
本
『
老
子
』
の
注
に
は
、「
根
」
八
例
、「
原
」
五
例
が
見
え
、
私
は
こ
こ
か
ら
支
謙
の
「
根
原
」

の
訳
語
が
創
り
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
ち
な
み
に
、『
義
足
経
』
に
は
「
根
」
字
は
十
三
例
有
る
も
の
の
、「
原
」「
源
」
は
一

例
も
見
当
た
ら
な
い
。
想
爾
注
『
老
子
』
に
は
、
注
に
「
可
知
之
乱
原、
」（
こ
れ
乱
の
原も
と

為た

る
を
知
る
可
し
）
と
た
だ
一
箇
所
だ
が
見
え
る
の
が

注
目
さ
れ
る
。
支
謙
の
訳
語
「
根
原
」
は
、
老
子
本
来
の
「
復
帰
す
べ
き
対
象
と
し
て
の
根
源
」
で
は
な
く
、
仏
教
的
な
概
念
で
の
「
根
源
」
で

あ
る
が
、
そ
の
訳
語
は
や
は
り
王
弼
注
を
基
に
し
て
発
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
補
足
す
れ
ば
、『
老
子
』
各
本
の
原
文
に
は
「
原
」

字
は
出
て
こ
な
い
。
支
謙
の
「
根
原
」
は
、
や
は
り
王
弼
注
経
由
の
も
の
と
見
た
い
。
順
序
が
逆
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
王
弼
『
老
子
』
注
で
の

「
原
」
の
用
例
を
全
て
挙
げ
て
お
こ
う
。

・
不
塞
其
原
也
（
其
の
原も
と

を
塞ふ
さ

が
ざ
る
な
り
）

『
老
子
』
第
十
章
注
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・
不
塞
其
原
則
物
自
生
（
其
の
原
を
塞
が
ざ
れ
ば
則
ち
物
自
ら
生
ず
）

『
老
子
』
第
十
章
注

・
不
閉
其
原
而
済
其
事
（
其
の
原
を
閉
さ
ず
し
て
其
の
事
を
済な

す
）

『
老
子
』
第
五
十
二
章
注

・
除
争
原
也
（
争
い
の
原
を
除
く
な
り
）

『
老
子
』
第
五
十
六
章
注

・
反
生
事
原
、
巧
辟
滋
作
（
事
を
生
じ
る
原も
と

に
反
り
、
巧
辟
滋

こ
う
へ
き
い
よ

い
よ
作お
こ

る
）

『
老
子
』
第
六
十
四
章
注

「
辟
」
は
「
法
」
の
意
味
（『
説
文
』）
で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
「
原
」
の
用
例
は
全
て
、『
老
子
』
十
六
章
に
い
う
「
復
帰
其
根
」（
其
の
根
に
復

帰
す
）
の
「
根
」
す
な
わ
ち
「
万
物
の
根
源
」
と
は
違
っ
て
、
人
間
の
諸
悪
の
根
源
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
す
で
に
、
支
謙
が
訳
語
と
し

て
「
根
」
と
「
原
」
を
取
り
あ
げ
る
為
の
条
件
が
整
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
（
26
）。

王
弼
の
「
老
子
注
」
か
ら
受
け
た
衝
撃
は
、
深
く
支
謙
の
体
内
に

浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
支
謙
は
当
初
、
七
百
偈
葛
本
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の
訳
に
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
二
二
四
年
に
維

本
五
百
偈
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
王
弼
が
生
ま
れ
る
二
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
支
謙
は
同
行
の
竺
将

に
漢
訳
を
依
頼
し
た
。
私
は
、
こ
の
時
に
竺

将

が
訳
し
た
各
節
は
六
言
句
が
主
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
再
度
竺
将

が
も
た
ら
し
た
七
百
偈
本
（
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ

ァ
ル
ガ
）
に
部
分
的
に
六
言
句
が
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
既
述
）。
そ
し
て
、
さ
ら
に
推
測
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
支
謙
が
や
は
り
六
言
句

を
主
流
と
す
る
『
義
足
経
』
を
訳
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
支
謙
が
『
老
子
』
王
弼
注
か
ら
衝
撃
を
受
け
る
前
の
こ
と
で
あ
る
。

支
謙
は
老
子
の
こ
と
は
当
然
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
か
ら
訳
語
を
借
り
て
く
る
ほ
ど
の
関
心
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
幾
ば

く
か
の
年
月
を
経
て
、
支
謙
は
竺
将

が
完
成
さ
せ
た
訳
を
受
け
取
る
。『
義
足
経
』
の
訳
も
こ
の
頃
に
は
完
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
支
謙
の

心
の
中
に
は
、
竺
の
も
の
も
、
自
身
の
も
の
も
、
ど
こ
か
直
訳
調
で
、
中
国
的
「
文
雅
」
に
欠
け
る
と
の
思
い
、
天
竺
の
聖
者
の
教
え
を
漢
語
に
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移
す
こ
と
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
違
和
感
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
や
が
て
、
王
弼
が
二
十
歳
を
迎
え
る
頃
、
あ
る
い
は
も
う
一
、

二
年
早
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
王
弼
の
老
子
注
が
世
に
出
で
、
そ
れ
は
瞬
く
間
に
江
南
・
呉
の
地
に
も
伝
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
王
弼
注
の
衝
撃

で
あ
る
。
そ
の
衝
撃
の
印
象
も
醒
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、
支
謙
は
竺
将

訳
『
法
句
経
』
の
全
面
的
な
改
訳
に
取
り
か
か
っ
た
。
そ
の
後
の
こ
と
は
、

本
稿
で
述
べ
て
来
た
通
り
で
あ
る
。

支
謙
は
そ
の
訳
語
に
老
子
の
言
語
を
多
く
用
い
た
。
そ
れ
は
恐
ら
く
世
間
で
思
わ
れ
て
い
る
以
上
に
、
後
の
中
国
仏
教
を
規
定
し
て
い
く
の
で

は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
老
子
の
言
語
に
頼
ら
ず
に
、『
義
足
経
』
の
よ
う
に
原
典
に
即
し
た
形
で
の
仏
典
漢
訳
を
続
け
る
道
は
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
ま
た
、
王
弼
が
注
の
形
で
凝
縮
し
て
世
に
伝
え
た
老
子
像
は
、
老
子
の
テ
キ
ス
ト
を
遡
源
し
て
考
え
た
時
に
は
、
ま

た
多
く
の
も
の
を
切
り
捨
て
て
い
る
。
究
明
す
べ
き
問
題
は
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
る
。
今
回
は
『
義
足
経
』『
法
句
経
』
と
い
う
、
パ
ー
リ
語
原

典
か
ら
の
訳
経
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
が
、
今
後
、
初
期
大
乗
経
典
の
訳
業
に
も
対
象
を
拡
げ
て
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
。

注（
１
）
蘇
晋
仁
、
蕭
錬
子
点
校
『
出
三
蔵
記
集
』
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
。

（
２
）「vatta

」
は
パ
ー
リ
語
の
韻
律
の
一
。
基
本
形
は
十
六
拍
二
行
か
ら
成
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
代
表
的
韻
律
「śloka

」
に
相
当
す
る
。

（
３
）『
老
子
』
第
三
十
一
章
に
「
恬
淡
（
■
）
為
上
」
と
あ
る
。

（
４
）『
新
字
源
』（
角
川
書
店
）
に
は
「「
恬
淡
」「
恬
澹
」「
恬
■
」
心
が
静
か
で
無
欲
で
あ
る
。
心
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。」
と
あ
る
。

（
５
）「
妖
■
」
に
同
じ
。『
礼
記
』
中
庸
に
「
国
家
将
亡
、
必
有
妖
■
」、『
史
記
』
亀
策
列
伝
に
「
妖
■
数
見
」
と
見
え
る
。
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（
６
）U

da -navarga,herausgegeben
von

F.B
ernhard,B

and
I

.Sanskrittexte
aus

den
T

urfanfunden,1
0 .G

öttingen,1
9
6
5 .

（
７
）
中
谷
英
明
「
漢
訳
『
法
句
経
』
の
３
種
の
底
本
―
そ
の
構
成
と
性
格
に
つ
い
て
―
」（『
東
方
学
』
第
四
十
九
輯
、
東
方
学
会
、
昭
和
五
十
年
）、
水
野
弘
元

「
漢
訳
法
句
経
の
翻
訳
成
立
に
つ
い
て
」（『
佛
教
研
究
』
巻
八
、
国
際
佛
教
徒
協
会
、
昭
和
五
十
四
年
）
等
を
参
考
に
し
た
。

（
８
）
島
邦
男
『
老
子
校
正
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
三
年
）、
王
弼
注
本
に
つ
い
て
は
、
樓
宇
烈
校
釈
『
王
弼
集
校
釈
』
上
下
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）、

そ
の
他
を
参
照
し
た
。

（
９
）
李
定
生
・
徐
慧
君
校
釈
『
文
子
校
釈
』（
中
華
要
籍
集
釈
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
し
た
。

（
10
）
古
逸
叢
書
三
編
『
南
華
真
経
注
』（
影
印
宋
刻
本
）
参
照
。

（
11
）
北
原
峰
樹
編
『
弘
明
集
索
引
（
第
二
分
冊
）』（
北
九
州
中
国
書
店
、
一
九
九
二
年
）
の
本
文
校
定
に
よ
れ
ば
、
こ
の
部
分
に
テ
キ
ス
ト
の
異
同
は
無
い
。

（
12
）
例
え
ば
『
老
子
』
第
三
十
二
章
末
尾
、
現
行
各
本
「
譬
道
之
在
天
下
、
猶
川
谷
之
與
江
海
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
想
爾
注
本
と
『
理
惑
論
』
の
み
、
二
箇
所

の
「
之
」
を
省
略
し
て
い
る
。
字
数
を
削
っ
て
、
五
千
字
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
、
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）
饒
宗
頤
『
老
子
想
爾
注
校
證
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。
初
出
は
一
九
五
七
年
。

（
14
）
舘
野
正
美
「
王
弼
に
お
け
る
理
性
と
運
命
―
存
在
論
的
思
惟
と
運
命
論
―
」（『
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
　
研
究
紀
要
』
六
十
、
二
〇
〇
〇
年

九
月
）
参
照
。

（
15
）『
後
漢
書
』
劉
焉
伝
の
注
に
引
く
「
典
略
」
に
次
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。「
初
、
熹
平
中
、
妖
賊
大
起
、
三
輔
有
駱
曜
、
光
和
中
（
一
七
八
〜
一
八
四
）、
東
方

有
張
角
、
漢
中
有
張
脩
、
駱
曜
　
民
緬
匿
法
、
角
爲
太
平
道
、
脩
爲
五
斗
米
道
、
太
平
道
師
持
九
節
杖
、
爲
符
祝
、

病
人
叩
頭
思
過
、
因
以
符
水
飲
之
、

病
或
自
　
者
、
則
云
此
人
信
道
、
其
或
不
　
、
則
云
不
信
道
、
脩
法
略
與
角
同
、
加
施
淨
室
、
使
病
人
處
其
中
思
過
、
又
使
人
爲
姦
令
祭
酒
、
主
以
老
子
五

千
文
」。
こ
こ
に
言
う
「
老
子
五
千
文
」
と
、
想
爾
注
本
『
老
子
』
は
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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な
お
、『
後
漢
書
』
襄
楷
伝
に
は
、
延
喜
九
年
（
一
六
六
）
の
襄
楷
上
書
に
、「
天
神
遣
以
好
女
、
浮
屠
（
仏
陀
）
曰
、
此
但
革
　
盛
血
、
遂
不
眄
之
、
其
守、

一、
如
此
、
乃
能
成
道
」
と
見
え
て
い
る
が
、
襄
楷
は
恐
ら
く
当
時
の
老
子
思
想
に
お
け
る
「
守
一
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、「
浮
屠
」
を
評
価
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
16
）『
三
国
志
』
魏
志
巻
二
十
八
鍾
会
伝
注
に
よ
れ
ば
、
王
弼
の
没
年
は
正
始
十
年
（
二
四
九
）、
年
二
十
四
の
時
で
あ
る
。

（
17
）
推
定
は
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
十
三
の
支
謙
伝
に
よ
る
。

（
18
）『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
か
ら
の
引
用
は
一
九
九
七
年
版
「Sutta-N

ipa -ta

」（D
ines

A
ndersen

とH
elm

er
Sm

ith

の
編
、PT

S

）
に
よ
る
。

（
19
）T

he
G

a -ndha -rı -
D

harm
apada,edited

w
ith

an
Introduction

and
C

om
m

entary
by

John
B

rough,L
ondon

O
rienral

Series,vol.7 ,O
xford

U
niversity

Press,1
9
6
2 .

（
20
）
中
村
元
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
　
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
改
訳
）
の
解
説
・
参
考
文
献
の
項
を
参
照
の
こ
と
。
最
近
で
は
、T

ilm
ann

V
etter

が
論
文
「S

om
e

rem
arks

on
older

parts
of

the
S

uttanipa -ta

」
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。「“E

arliest
B

uddhism
and

M
adhyam

aka”,edited
by

D
avid

S
eyfort

R
uegg

and
L

am
bert

S
chm

ithausen,E
.J.B

rill1
9
9
0 .

（P
anels

of
the

V
IIth

W
orld

S
anskrit

C
onference,vol.II

）
所
収
。

（
21
）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
韻
律
の
一
。
十
一
拍
四
行
が
基
本
形
。
パ
ー
リ
語
の
「tut. t. hubha

」
と
同
形
の
「tris. t. ubh

」
か
ら
発
展
し
た
韻
律
。

な
お
本
稿
で
は
、
韻
律
に
つ
い
て
は
鎧
淳
訳
、J.

ゴ
ン
ダ
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
初
等
文
法
』（
春
秋
社
、
一
九
八
二
年
補
訂
）
の
補
遺
「
韻
律
に
つ
い
て
」、

南
清
隆
「
パ
ー
リ
語
韻
律
論
の
基
礎
」（『
研
究
紀
要
　
華
頂
短
期
大
学
』
四
十
二
、
一
九
九
七
年
十
二
月
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
22
）
十
一
拍
四
行
が
基
本
形
、
前
注
参
照
。

（
23
）『
法
句
経
』
と
『
義
足
経
』
の
韻
律
と
、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
韻
律
の
間
に
相
関
関
係
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。『
法
句
経
』
は
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vatta

とtut. t. hubha

を
任
意
に
四
言
句
ま
た
は
五
言
句
に
訳
し
、『
義
足
経
』
はvatta

とtut. t. hubha

を
時
に
四
言
句
、
五
言
句
に
、
し
か
し
大
部
分
は
六
言
句
に

訳
し
て
い
る
。

（
24
）
引
田
弘
道
『
法
句
経
』
二
四
一
〜
二
四
六
頁
参
照
。

（
25
）
王
符
『
潜
夫
論
』
忠
貴
に
「
是
以
福
祚
流
衍
、
本
枝
百
世
」（
是
を
以
て
福
祚
流
衍
し
、
本
枝
百
世
せ
ん
）
と
見
え
る
。

（
26
）『
三
国
志
』
魏
書
・
方
法
伝
（
管
輅ろ

）
の
裴
松
之
注
に
「
輅
別
傳
曰
、
夫
乾
坤
者
、
易
之
祖
宗
、
變
化
之
根
原
、
、

」、
ま
た
、
同
方
技
伝
（
華
佗
）
の
裴
松
之
注

に
も
「
輅
別
傳
曰
、
然
吾
不
殺
此
子
、
亦
終
當
不
爲
我
斷
此
根
原
、
、

耳
」
と
あ
る
。
管
輅
の
没
年
は
二
五
六
年
。「
輅
別
傳
」
の
成
立
は
そ
れ
よ
り
更
に
後
れ
る

で
あ
ろ
う
か
ら
、『
法
句
経
』
成
立
よ
り
後
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
三
国
・
呉
の
韋
昭
『
国
語
注
』
巻
十
・
晋
語
四
の
注
に
、「
水
在
山
上
爲
泉
原
、
流
而

不
竭
」
と
あ
る
。「
み
な
も
と
」
を
「
源
」
で
は
な
く
、「
原
」
で
示
し
て
い
た
例
で
あ
る
。

本
稿
は
平
成
十
六
年
度
、
平
成
十
七
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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